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今年5月、CBT (Computer Based Testing)を用いた方法で埼玉県学カ・学習状況調査(4~6年生対象）を
実施しました。 そして8月に全教職員で分析を行いましたので、 その結果についてお伝えします。 問題は昨年度
の範囲が対象となります。 学校全体として見ると、 国語・算数ともに市や県の平均を上回る傾向が見られまし 
た。 次の表は、 各学年の具体的な分析結果です。

国語の平均正答率について 算数の平均正答率について
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生 |0市や県の平均より上回っている。

領域別に見ると、すべての領域において市や県の平均を上
回っている。特に「読むこと」についての正答率が最も高
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▼正答率で見ると、文の主語と述語といった「文の構成」が
課題。
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0市や県の平均より 5 ポイント以上上回っている。域別に見
ると、すべての領域において市や県の平均を上回ってい
る。特に「数と計箕」についての正答率が最も高い。

'▼正答率で見ると、 「 数品の関係を口を用いて式に表す」が課
！題。
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生 。市や県の平均より上回っている。
領域別に見ると、すべての傾域において市や県の平均を上
回っている。特に「情報の扱い方、我が国の言語文化」に
ついての正答率が最も高い。

▼正答率で見ると、文の主語と述語といった「文の構成」が
課題。

0.0 20.o 40.0 60.0 80.0 

木校

戸田市

埼王県

slo 

49:t
° 

I 
-483l_ L

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 

◎市や県の平均より上回っている。領域別に見ると、すべて
の領域において市や県の平均を上固っている。特に「図
形」についての正答率が最も高い。

▼正答率で見ると、「割合に者目して比較する」が課題。
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i 。市や県の平均より少し上回っている。 0市や県の平均より 5 ポイント以上上回っている。領域別に
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なお、 この調査は平均正答率だけではなく、「学力の伸び」が分かる点が大きな特徴です。 昨年度からの伸び
ている児童の割合を見ると、 5年生の国語・算数では市や県の平均よりも上回り、 6年生の国語は市や県の平均
を下回ったものの、 算数では市や県の平均を上回っていることがわかりました。(5年生 国語8 3. 8%算数
8 4. 6% / 6年生国語6 3. 5％算数6 9. 8 %) 

また、 質問紙調査を分析・考察すると、 本校の児童は、 全体的に自己肯定感が高いことや、 「勉強するときは
自分で決めた計画に沿って行う」「勉強する前に、 これから何を勉強しなければならないかについて考える」な
どのプランニング能力に関する質問に対して肯定的な意識が高いことがわかりました。

各学年の傾向を示しましたが、 お子様一人一人の学力の伸びについては個人結果表から見ることができます。
正答率だけでなく、 学力の伸びとお子様のよいところを認めながら、 確かめてみてください。




